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要旨・感想 

この本では学校にも行かず、「家の中」で家事使用人として働く女の子たちがどのような暮らし

をしているのかという実情やそもそも家事使用人となる理由、また幼い女の子を雇う理由につ

いて書かれていました。この本の舞台となるバングラデシュでは家事使用人の子どもたちが 42

万人いるとされており、そのうち 80％は女の子で、大半は親と離れて雇い主の家に住み込みで

働いています。私は家事使用人として働いている子どもは大変であるということは理解してい

るつもりでしたが、1 日 16 時間の長時間労働であることに加え、キッチンや床、ベランダなど

悲惨な場所で寝ていることを知り、想像をはるかに超えて過酷な環境であることに驚きました。

さらに、この本から児童労働や家事使用人に対する問題解決に向け現地の人々や国際協力NGO

がどのように取り組んできたのかを学びました。私たちにできることはフェアトレードやボラ

ンティアなどの様々な活動がありますが、まずは世界に目を向け、今に何が起きているのか、

困難に立ち向かっている人々はどんな生活をしているのか、自分たちにできることは何かを知

ることが大切です。国際協力は「豊かな人が貧しい人を一方的に支援する」のではなく、そこ

から私たちが学ぶこともたくさんある双方向の営みです。国際協力という活動を通して、日本

とはどのような国であるかを見つめ直すいい機会になると思いました。 
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